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世
界
人
権
宣
言
が
１
９
４
８
年（
昭
和
23

年
）12
月
10
日
に
国
連
総
会
で
採
択
さ

れ
、今
年
で
採
択
65
周
年
を
迎
え
ま
す
。国
連

は
、12
月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」、そ
し
て
こ
の
日

を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を「
人
権
週
間
」と

し
、人
権
擁
護
活
動
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

お
互
い
の
人
権
を
守
り
、相
手
の
立
場
を
考

え
た
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
る
た
め
、こ
の

機
会
に
人
権
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

県
は
、人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
、人
権
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う

に
、講
演
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。皆
さ
ん
、ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
は
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

○
福
岡
県
人
権
週
間
講
演
会

日
時　

12
月
７
日
㈯

午
前
11
時
〜
午
後
4
時
30
分

内
容
・
時
間
・
場
所

▽
第
１
部

　

映
画
上
映「
ア
イ
・
コ
ン
タ
ク
ト
」

午
前
11
時
〜
午
後
0
時
30
分

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ク
ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

（
原
町
3
ー
1
ー
7
）

▽
第
２
部

　

第
33
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
福
岡
県
大
会
表
彰
式
お
よ
び
発
表
会

午
後
1
時
35
分
〜
2
時
35
分

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

▽
第
３
部

講
演
・
歌「
命
に
お
も
い
を
よ
せ
て
〜
ペ
コ

ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
〜
」（
岡お
か
の野
雄ゆ
う
い
ち一

さ
ん（
漫
画
家
））

午
後
2
時
55
分
〜
4
時
25
分

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　

県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン

タ
ー

☎（
５
８
４
）１
２
７
１

F（
５
８
４
）１
２
７
３

○
県
内
一
斉
無
料
電
話
相
談

福
岡
法
務
局
、福
岡
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、県
内
一
斉
無
料
電
話
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、い
じ
め
や
差
別
な
ど
、悩
み
や
困
り
事

が
あ
っ
た
ら
、ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
、一

人
で
悩
ま
ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時　

12
月
７
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

相
談
先　

０
１
２
０（
８
８
９
）４
０
５

※
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
利
用
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
８
３
２
）４
３
１
３

F（
８
３
２
）４
３
２
３

12月４日～10日は「人権週間」
人権政策課 人権担当　☎（584）1111　F（584）1153

12月10日～16日は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」
　「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題へ
の対処に関する法律」が施行され、毎年12月10日から
同月16日までを「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」とし
ています。
　日本人拉致問題を始めとする北朝鮮当局による人権
侵害問題について、感心と認識を深めましょう。
○拉致問題を考えるみんなの集い
　～すべての拉致被害者救出を～

横
よ こ た

田　滋
しげる

さん、横
よ こ た

田早
さ き え

紀江さんの講演会を行いま
す。手話通訳、要約筆記もあります。
参加は無料で申し込みも不要です。

日時　12月7日㈯　午前9時45分～午後0時30分
場所　おりなす八女（八女市本

もとまち

町602ｰ1）
定員　800人（先着順）
問い合わせ先　県保護・援護課

☎（643）3301　F（643）3306

△「人KENまもる君」と
　「人KENあゆみちゃん」

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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こ
の
調
査
は
、小
学
６
年
生

と
中
学
３
年
生
を
対
象

に
、学
習
の
定
着
状
況
や
学
習
に

関
す
る
意
識
な
ど
を
調
査
し
、学

力
向
上
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
24
日
に
行
わ
れ
た
同
調
査

の
春
日
市
の
結
果
は
、左
表
の
と

お
り
で
す
。各
学
校
は
、毎
年
度
、

学
力
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、学

力
向
上
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

平成25年度全国学力・学習状況調査　春日市の結果の公表
学校教育課 学校教育担当　☎（584）1111　F（584）1153

《　小　学　校　》 《　中　学　校　》
国語A 国語B 算数A 算数B 国語A 国語B 数学A 数学B

春日市 67.1 54.2 80.4 61.2 78.8 71.8 67.8 45.9
福岡県 63.2 49.1 77.2 58.7 75.4 66.5 62.0 39.8
全国 62.7 49.4 77.2 58.4 76.4 67.4 63.7 41.5

※「A」は主に知識に関する問題、「B」は主に活用に関する問題
※上記の数値は平均得点

■春日市の結果（全国、福岡県との対比）

母
子
家
庭
や
寡
婦
の
生
活
の
安

定
と
、そ
の
子
ど
も
の
福
祉

の
増
進
の
た
め
、各
種
資
金
の
貸
し

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
学
支
度
資
金（
入
学
金
な
ど
）・

修
学
資
金（
授
業
料
）・
技
能
習
得
資

金
な
ど
、12
種
類
の
貸
し
付
け
が
あ

り
ま
す
。た
だ
し
、収
入
な
ど
の
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、貸
付
説
明
会（
主
に
、就
学

支
度
資
金
・
修
学
資
金
）を
来
年
１
月

上
旬
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

福岡県母子寡婦福祉資金制度
こども未来課 母子児童担当 　☎（584）1111　F（584）1115

（仮称）総合スポーツセンター
体育館新築工事着工

　（仮称）総合スポーツセンター体育館新築
工事の契約が9月議会で承認され、10月に地
元説明会を実施し、11月5日から工事を開始
しました。工事期間中は、遊歩道が使用できな
くなるなど、ご迷惑をお掛けしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。
問い合わせ先　行政管理課新市民スポーツ
センター建設準備担当
☎（584）1111　F（584）1145

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、交

通
事
故
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

　

道
路
を
横
断
す
る
際
は
、

「
止
ま
っ
て
、見
て
、待
っ
て

渡
る
」を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

暗
い
時
間
帯
に
外
出
す
る

と
き
や
、自
転
車
に
乗
る
と

き
は
、明
る
い
服
装
や
反
射

材
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、夕
暮
れ
時
や
夜
間

に
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ

う
。

▽
飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う

　

飲
酒
運
転
は「
絶
対
に
し

な
い
、さ
せ
な
い
、許
さ
な

い
」こ
と
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

　

飲
酒
し
た
翌
日
で
も
、ア

ル
コ
ー
ル
の
影
響
が
残
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。飲

酒
し
た
翌
日
に
運
転
す
る
予

定
が
あ
る
と
き
は
、飲
酒
量
、

飲
酒
時
間
に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

飲
酒
を
伴
う
会
合
に
は
、

車
を
使
用
せ
ず
、公
共
の
交

通
機
関
な
ど
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

年末の交通安全県民運動が始まります(12月11日～31日） 
道路防災課 道路管理担当　☎（584）1111　F（584）1143

発生
件数 傷者数 自転車 高齢者

（65歳以上）
春日市 739件 941人 158件 153人
筑紫野市 651件 841人 113件 155人
大野城市 610件 777人 127件 117人
太宰府市 484件 628人 90件 100人
那珂川町 274件 345人 51件 76人

※平成25年1月～9月末現在

■交通事故発生件数

■自転車無灯火実態調査結果
調査実施日 10月11日㈮
時　　　間 午後7時～7時40分
場　　　所 須玖南、弥生、昇町、小倉
天　　　気 晴れ

参加人数 地元自治会16人、交通安全指導員11人、
筑紫野警察署署員2人、市職員6人

無灯火率 27.1％

通過台数 灯火台数 無灯火台数 被指導者数
221台 161台 60台 47人
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同
一
世
帯
の
国
保
加
入
者
が
ひ
と
月
に
掛
か
っ
た
医
療
費
の
自
己

負
担
額
の
合
計
が
、所
得
に
応
じ
た
限
度
額（
左
表
）を
超
え
る

と
、申
請
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、支
給
に
は

細
か
い
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
で
税
務
署
に
提
出
す
る
前
に
、高
額
療
養
費
に
該
当
す
る

か
ど
う
か
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

保
険
証
、印
鑑
、領
収
書
、振
込
先
が
分
か
る
も

の（
通
帳
な
ど
）

※
領
収
書
は
必
ず
原
本
が
必
要
で
す
。コ
ピ
ー
の
後
、返
却
し
ま
す
。

申
請
先　

国
保
年
金
課
国
保
担
当（
市
役
所
１
階
）

高額療養費について
国保年金課 国保担当 　☎（584）1111　F（584）1141

区分 自己負担限度額（月額）

上位所得者 15万円＋（総医療費-50万円）×1％
【8万3400円】

一般 8万100円+（総医療費-26万7000円）×1％
【4万4400円】

市民税非課税 3万5400円
【2万4600円】

※【 】は過去12カ月に3回以上高額療養費の支給を受け、4回目以降に該当する場合

区分
自己負担限度額（月額）

個人
（外来分）

世帯単位
（外来分+入院分）

一定以上所得者 4万4400円 8万100円+（総医療費-26万7000円）×1％
【4万4400円】

一般 1万2000円 4万4400円
市民税
非課税

低所得Ⅱ 8000円 2万4600円
低所得Ⅰ 8000円 1万5000円

※【 】は過去12カ月に3回以上高額療養費の支給を受け、4回目以降に該当する場合

■70歳未満

■70～75歳未満

特
別
障
害
給
付
金
は
、

国
民
年
金
の
任
意
加

入
期
間
に
加
入
し
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、障
害
基
礎
年

金
な
ど
を
受
給
し
て
い
な
い

障
が
い
の
あ
る
人
に
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

対
象　

次
の
①
②
の
い
ず
れ

か
で
、任
意
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
期
間

内
に
初
診
日
が
あ

り
、現
在
、障
害
基
礎

年
金
１
級
、２
級
相

当
の
障
が
い
に
該
当

す
る
人（
65
歳
に
達

す
る
日
の
前
日
ま
で

に
こ
れ
ら
の
障
が
い

状
態
に
該
当
し
た
人

に
限
る
）

①
平
成
３
年
３
月
以
前
に
国

民
年
金
任
意
加
入
対
象
で

あ
っ
た
学
生

②
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
国

民
年
金
任
意
加
入
対
象
で

あ
っ
た
被
用
者（
厚
生
年

金
、共
済
組
合
な
ど
の
加

入
者
）の
配
偶
者

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

請求漏れはありませんか　「特別障害給付金」
国保年金課 年金担当　☎（584）1111　F（584）1141

市
が
発
注
す
る
業
務
で
、新
た

に
受
注
を
希
望
す
る
事
業
主

は
、申
請
書
を
提
出
し
審
査
を
受
け
、

登
録
業
者
と
な
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、登
録
を
し
て
も
、必
ず
し
も

指
名
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

〜
31
日
㈮

申
請
方
法　

指
定
の
様
式
を
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）ま
た
は
窓

口（
市
役
所
５
階
）で
提
出
す

る

有
効
期
間　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜

28
年
３
月
31
日

※
要
項
・
指
定
様
式
は
、12
月
２
日
㈪

以
降
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入

手
で
き
ま
す
。な
お
、登
録
に
当

た
っ
て
は
市
町
村
税
・
消
費
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
な
ど
、そ
の
他

条
件
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
申

請
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、市
の
登
録
業
者
で
、平
成
25

年
11
月
の
更
新
の
手
続
き
を
と
ら

な
か
っ
た
事
業
主
は
、今
回
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。有
資
格
者
名
簿

は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
で

き
ま
す
。

送
付
先　

財
政
課
契
約
担
当（
〒
816 

ー
８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

平成26・27年度一般（指名）競争入札参加資格審査申請受け付け（新規）
財政課 契約担当　☎（584）1111　F（584）1145
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安全安心なまちづくりのために

筑紫地区安全安心まちづくり推進大会
　10月16日、ミリカローデン那珂川で「筑紫地区安全安心まちづくり推進
大会」が開催されました。大会では、日頃の安全安心まちづくり活動に対す
る功績表彰などが行われ、春日市からも 6つの団体と 3人が表彰されました。
　また、ボランティア活動の拡大･継続をテーマとしたパネルディスカッショ
ンでは、課題克服のための工夫などについて来場者と共に討論し、安全安心
まちづくり活動の必要性などについて再確認しました。
○筑紫地区防犯協会長・筑紫野警察署長連名表彰　▶高

たかはし

橋道
み ち お

夫（防犯功労者）▶大土居地区自治会（防犯功労団体）
○筑紫地区安全安心まちづくり推進協議会長表彰　▶小倉東地区自治会　▶昇町地区自治会　▶若葉台東地区自治会　
▶航空自衛隊春日基地　▶春日市青少年育成市民会議

○筑紫地区中学１年生万引き防止標語入選表彰　▶最優秀賞　上
う え の

野亜
あ き こ

紀子（春日南中学校）　「手の中に　にぎりしめ
てる　重い罪」　▶優秀賞　上

う え の

野栞
か な み

南（春日野中学校）　「万引きは　自分でしかける　落とし穴」　　　　 

△筑紫地区安全安心まちづくり推進協議会
長表彰を受ける、春日市の５団体代表

大和保育所

稲刈りを体験
　10月17 日、大和保育所で 3～5歳児を対象とした稲刈り体験が行わ
れました。同保育所では、環境教育に力を入れており、大和公園・大和
公民館の清掃活動や、米や季節野菜を育てる活動、専門家を招いての環

境講話など、年間を通じて計画的に行っています。この日は、6月に農家から分けてもらった土に苗を植えて育てて
きた稲を収穫。ハサミを使って稲を切ると、「硬い」｢ちょっとちくちくした｣ などの声が聞かれました。
　においや肌触りなど五感を磨くとともに、さまざまなことに興味を持つことができるようにと、「本物の教材」に
こだわっている同園。所長の大

おおさと

里美
み ほ こ

保子さんは、「自然のものを教材に取り入れることで、子どもの感性が豊かになっ
てきていることを実感します。大きくなったときに、保育所での体験が生きてくれればうれしいです」と話しました。

▷
上
手
に
稲
刈
り
を
行
う

　
子
ど
も
た
ち

自転車関連事故ゼロへ

ちゃりんこ安全プロジェクト
　10月17日、自転車関連事故をなくすために、筑紫中央高等学校
のグラウンドで、筑紫地区の行政・県警・学校共同による「ちゃり
んこ安全プロジェクト」が行われました。これは、プロのスタント
マンによる仮想の交通事故を再現することで、事故の危険性を疑似
体験させて交通安全意識を高めようと行われたものです。
　自転車２台での並走や傘差し運転、携帯電話、音楽プレイヤーなどを使用しながらの危険運転、車による巻
き込み事故などのスタントマンの実演に対し、会場からは時折大きな悲鳴が上がりました。講習を終えて、同校２年
の渡

わたなべ

邉航
こうたろう

太朗交通安全委員長は、「普段、自転車に乗っていますが、スタントを見て、改めて事故は怖いと思いました。
今後は、今日のことを思い出して安全に配慮して自転車に乗りたいと思います」と感想を述べました。

◁
自
転
車
の
一
旦
停
止
無
視
に
よ
る
衝
突

事
故
を
再
現
す
る
ス
タ
ン
ト
マ
ン
た
ち

※敬称略

市 報 か す が
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トピックス
～まちの話題や人物の紹介～

金堂正芳さん

社会福祉功労者に対する県知事表彰を受賞
　金

かなどう

堂正
まさよし

芳さん（上白水）が、平成 25年度の ｢社会福祉功労者に対する県知事表
彰｣ を受賞しました。同賞は、民生委員や社会福祉事業団体の関係者などで長年に
わたって尽力した人や、身体障がい者または知的障がい者で障がいを克服して他の
障がい者の模範となる人などに与えられるものです。
　金堂さんは、右手などに障がいを抱えながらも、平成７年から春日市身体障害者福祉協会会長を、平成 11年から
春日市社会福祉協議会会長を、それぞれ現在まで続け、地域福祉の推進に努めてきました。このことから、今回、心
身障害者自立更正者として表彰されました。
　10月 23日に市役所を訪れた金堂会長は、｢長いこと会長を務めていますが、皆さんの協力があったからこそ。今
後も皆さんの意見を聞き、市とも連携しながら、地域福祉の推進のために頑張りたい｣ と抱負を述べました。

◁
地
域
福
祉
へ
の
思
い
を
語
る

　
金
堂
会
長

～「奴国」、「あんどん」をテーマに～

春日奴国あんどん祭り
10月 26・27日、春日公園で第37回春日奴国あんどん祭りが行われ、
約6万5000人が来場しました。祭りは、26日あんどんの点灯式で開幕。
オープニングステージでの和

わ だ

田奈
な お こ

保子さんのオカリナ演奏が始まる
頃には、会場はあんどんの灯す幻想的な光に包まれました。
27日には ｢春日市商工展｣ ｢かすが YOSAKOI カーニバル｣「市民芸

能ステージ」「市民ライブ」も開催され、多くの人出で賑わいました。
なお、あんどん祭り写真コンテストの作品展示を 12月 4日の午後 1時から、8日の午後 3時までふれあい文化

センター新館ギャラリーで行います。

約

頃

▷
あ
ん
ど
ん
祭
り
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、

各
グ
ル
ー
プ
が
演
技
な
ど
を
披
露

中西和久さん

市民文化賞を受賞
　大谷在住で演劇家の中

なかにし

西和
かづひさ

久さんが、11月３日の春日市表彰式で、市
民文化賞を受賞しました。昨年、長年続けている一人芝居が、1000回公
演を達成したのを機に贈られたものです。
　中西さんは、上京後、小

お ざ わ

沢昭
しょういち

一さんの劇団「芸能座」の門を叩きます。
昭和 61年から一人芝居で全国行脚を開始。平成 3年には「しのだづま考」の演技で文化庁芸術祭賞を受賞。世界各
国の演劇祭でも高い評価を受け、数々の輝かしい賞を受賞しています。
　中西さんは、「今までは東京や地方と福岡の往復で、たまにトランク一つ下げて春日市に帰ってくる生活でした。
受賞を機に、同じ町内の文化施設で、若い世代はもちろん、元気な高齢者なども対象とした演劇講座のようなものも
やってみたい。東京からの発信ばかりでなく、地元から発信して、文化・芸術の循環ができれば、と考えています」
と今後の抱負を語りました。

◁
壇
上
で
受
賞
の
喜
び
を
語
る

　
中
西
さ
ん
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46 人 6団体を表彰

第26回春日市表彰式
　11月３日、ふれあい文化センターで「第26回春日市表彰式」を行いました。さまざまな分野で春日市の発展に寄与し

た人や団体をたたえるため、毎年文化の日に行っているもので、今年は、以下の46人（敬称略）と6団体を表彰しました。

○自治功労表彰　　　　　　　　　　

▶春日市農業委員会委員

　鬼
おにくら

倉幸
こういち

一

○自治表彰

▶春日市選挙管理委員会委員

　古
こ が

賀重
し げ き

樹

▶春日市農業委員会委員

　的
ま と の

野國
くにまさ

雅

▶春日市消防団員　金
かなどう

堂義
よしただ

宰、

山
やました

下宜
よしひで

秀、糸
いとやま

山義
よしのぶ

信

○市民表彰　　　　　　　　　　　

市民功労表彰

▶学校医　竹
た け の

野文
ふみひろ

洋、瓦
かわらだ

田裕
ゆ う じ

二、

末
すえよし

吉誠
せいいち

一、蔵
く ら た

田善
よしのり

規

▶学校医（学校歯科医）

　白
しろうず

水智
ともあき

明、北
きたはら

原利
としひこ

彦

▶学校医（学校薬剤師）　武
た け だ

田欣
き ん や

也

▶保護司　白
しろうず

水繁
しげのり

則、勝
か つ の

野幸
ゆきまさ

正、

鬼
おにくら

倉美
み え こ

惠子、藤
ふ じ い

井　卓
たかし

、武
たけすえ

末政
まさとし

利

▶民生委員・児童委員

西
にしはら

原京
きょうこ

子、德
とくなが

永朝
あ さ き

喜、

宇
う の

野五
い そ こ

十子、市
い ち き

睦
む つ こ

子、

小
お だ

田イツ子
こ

、川
かわさき

﨑節
せ つ こ

子、下
しもはら

原壽
す み え

惠

▶ちくし台地区自治会役員・子ど

もの見守り活動　中
なかむら

村十
と め ぞ う

米藏

▶千歳町地区自治会役員

　髙
たか

　壽
じゅいち

一

市民活動表彰

▶清掃活動など

　松
まつうら

浦眞
ま さ ち

幸、森
もり

　ヨツミ

▶春日市食生活改善推進会での活動　

品
しながわ

川正
ま さ こ

子

▶子どもの見守り活動、挨拶励行

の声かけ　瀬
せ わ き

脇順
じゅんこ

子、山
や ま だ

田嘉
よしあき

昭、

福
ふ く だ

田忠
ただぞう

三、具
ぐ し ま

島光
こうはく

伯

▶読書ボランティア活動　春日市

子ども文庫・読書サークル連絡

会、春日おはなしはらっぱ

▶読書環境づくりに貢献

　布の絵本コスモスの会

▶障がいのある人に対する支援活

動　山
やまざき

﨑八
や え こ

重子、春
はるぐち

口宗
むねひろ

弘、宮
みやざき

崎

利
り つ こ

津子

▶ボランティア活動などを行う元

気高齢者　庄
しょうじま

島俟
ま た お

生

▶被爆体験の語り部活動など

　川
かわばた

畑芳
よ し や

也

▶春日市グラウンドゴルフ協会役

員など　城
しろかわ

川　實
みのる

、福
ふ く だ

田澄
す み こ

子

市民文化賞

　▶演劇家としての活躍　中
なかにし

西和
かづひさ

久

市民スポーツ賞

▶第18回全国ジュニア・ラグビー

フットボール大会　第1ブロック　

準優勝　廣
ひろわたり

渡　将
すすむ

▶第31回全国ホープス卓球大会

男子団体　第3位　こぞのえ卓球

　（堀
ほりかわ

川、米
よねくら

倉、荒
あ ら き

木）

▶平成25年度全国ソフトバレー・

レディース＆メンズ交流大会

レディースの部　1位グループ　

優勝　リバティーズ

▶平成24年度全国ソフトバレー・

レディース＆メンズ交流大会

レディースの部　1位グループ　

優勝　H
ホ ッ プ ス

OP’S

▶第34回全日本マスターズ陸上

競技選手権大会　M65 クラス 

800ｍ　第1位・日本新記録　

大会新記録　礒
いそわき

脇　始
はじめ

▶第68回国民体育大会　ゴルフ

少年男子団体　第1位　

　阿
あ さ

佐和
かずのり

典

▶スポーツクライミング競技

　第16回JOCジュニアオリンピ 

ックカップ大会　男子ユースB

クラス　優勝　中
なかがみ

上太
た い と

斗

市 報 か す が
平成25年12月1日7
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ス
ポ
ー
ツ

第
20
回
春
日
オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

　

近
隣
地
域
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象　

大
学
生
以
上
で
次
に
該
当
す
る

人

▽
市
民
お
よ
び
春
日
市
に
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
人

▽
春
日
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
会

員
、近
隣
地
域
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
の
会
員

日
時　

平
成
26
年
１
月
19
日
㈰

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
６
時

（
受
付
／
午
前
９
時
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

種
目

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
級
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
級
）

▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
級
）

参
加
料　

１
人
１
種
目
１
２
０
０
円

定
員　

２
０
０
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

※
参
加
者
数
に
よ
り
種
目
変
更
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

12
月
27
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年

齢
、性
別
、電
話
番
号
、出
場
種

目（
ラ
ン
ク
）を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会　

塩し
お
ざ
き崎
紀の

り
こ子

（
〒
816
ー
０
８
７
４
大
和
町

５
ー
１
ー
１
ー
７
３
０
）

☎（
５
９
３
）８
７
５
３（
F
兼
用
）

健　

康

い
き
い
き
ル
ー
ム

ス
ク
ー
ル
レ
ッ
ス
ン
参
加
者
募
集

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
始
ま
る
、い
き

い
き
ル
ー
ム
ス
ク
ー
ル
レ
ッ
ス
ン
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。レ
ッ
ス
ン
に
参

加
し
て
、気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
ま

せ
ん
か
。

　

各
レ
ッ
ス
ン
の
前
ま
た
は
後
に
、い

き
い
き
ル
ー
ム
を
、１
時
間
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。

○
リ
ラ
ッ
ク
ス
気
功

日
時　

平
成
26
年
１
月
６
日
〜
３
月

24
日
の
毎
週
月
曜
日（
祝
日

を
除
く
計
11
回
）

午
前
10
時
〜
10
時
45
分

内
容　

呼
吸
法
を
取
り
入
れ
た
ゆ
っ

く
り
し
た
体
操
で
、ス
ト
レ

ス
解
消
・
体
質
改
善
に
効
果

的
な
運
動

○
リ
ズ
ミ
ッ
ク
ス

日
時　

平
成
26
年
１
月
６
日
〜
３
月

24
日
の
毎
週
月
曜
日（
祝
日

を
除
く
計
11
回
）

午
後
２
時
〜
３
時

内
容　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ス
テ
ッ
プ

運
動
な
ど
の
有
酸
素
運
動

に
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

併
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
ヨ
ー
ガ

日
時　

平
成
26
年
１
月
７
日
〜
３
月

25
日
の
毎
週
火
曜
日（
祝
日

を
除
く
計
11
回
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

内
容　

呼
吸
法
に
ポ
ー
ズ
を
取
り
入

れ
、柔
軟
性
と
全
身
調
整
を

目
指
す
運
動

○
姿
勢
改
善

日
時　

平
成
26
年
１
月
９
日
〜
３
月

27
日
の
毎
週
木
曜
日（
計
12

回
）

午
前
10
時
〜
10
時
45
分

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
・

骨
盤
矯
正
体
操
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
た
運
動

○
ピ
ラ
テ
ィ
ス

日
時　

平
成
26
年
１
月
10
日
〜
３
月

28
日
の
毎
週
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
計
11
回
）

午
前
10
時
〜
10
時
45
分

内
容　

骨
盤
周
囲
の
深
部
の
筋
力

を
強
化
し
、姿
勢
改
善
や
バ

ラ
ン
ス
向
上
を
目
指
す
運
動

対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

利
用
料　

１
回
３
５
０
円

定
員　

各
25
人（
リ
ズ
ミ
ッ
ク
ス
は
40

人
）

申
込
方
法　

12
月
４
日
㈬
〜
13
日
㈮

に
、電
話
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る（
申
込
先

着
順
、新
規
者
優
先
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２

F（
５
０
１
）０
０
５
１

高
齢
者
の
た
め
の
運
動
教
室

参
加
者
募
集

　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
、介
護
予
防

の
た
め
の
運
動
教
室
で
す
。自
分
の
体

力
に
合
っ
た
教
室
を
選
ん
で
、楽
し
く

無
理
な
く
運
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

○
古
希
元
気
塾

対
象　

70
歳
以
上
の
市
民
で
、ひ
ざ

痛
・
腰
痛
や
体
力
低
下
が
気

に
な
る
人

日
時　

平
成
26
年
１
月
10
日
〜
３
月

28
日
の
毎
週
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
計
11
回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

転
倒
予
防
の
た
め
の
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
バ
ラ
ン
ス
運

動
、柔
軟
体
操
な
ど

定
員　

25
人

○
七な

な
ま
る〇
元
気
塾

対
象
・
内
容　

古
希
元
気
塾
と
同
じ

日
時　

平
成
26
年
１
月
８
日
〜
３
月

26
日
の
毎
週
水
曜
日（
計
12

回
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　

25
人

○
に
こ
に
こ
ス
タ
ジ
オ

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

日
時　

平
成
26
年
１
月
６
日
〜
３
月

24
日
の
毎
週
月
曜
日（
祝
日

を
除
く
計
11
回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

体
力
向
上
の
た
め
の
リ
ズ
ム

体
操
・
骨
盤
体
操
・
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

定
員　

50
人

○
い
き
い
き
ス
タ
ジ
オ

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

日
時　

平
成
26
年
１
月
８
日
〜
３
月

26
日
の
毎
週
水
曜
日（
計
12

回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

ボ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
、持

久
力
・
筋
力
を
向
上
さ
せ
る

運
動

定
員　

30
人

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

利
用
料　

１
回
２
５
０
円

申
込
方
法　

12
月
９
日
㈪
〜
13
日
㈮
に

電
話
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
を
伝
え
る（
新
規
者
優

先
、申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２

F（
５
０
１
）０
０
５
１

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所
保

健
衛
生
課
感
染
症
係

☎（
５
１
３
）５
５
８
４

F（
５
１
３
）５
５
９
８

福　

祉

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
全
血
献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、全
て
献
血

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、血
液
は
長
期

間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。献
血
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、年
齢
や
体
重
な
ど
献
血
に
は

一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
開
催

日
時　

12
月
19
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分
、午
後
１
時
30
分
〜
４

時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
１
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

○
市
役
所
開
催

日
時　

12
月
27
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分
、午
後
１
時
30
分
〜
４

時

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

持
っ
て
く
る
も
の　

献
血
カ
ー
ド（
手

帳
）

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転

免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
市
福
祉

計
画
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
２

母
子
家
庭
等
就
業
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
中
級（
午
前
）講
習
会

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、父
お
よ
び
寡

婦
の
自
立
促
進
の
た
め
の
講
習
会
で

す
。

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、父
、ま
た

は
寡
婦
で
、求
職
や
転
職
を
希

望
し
て
い
る
人

科
目　
「
パ
ソ
コ
ン
中
級
」（
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

日
時　

平
成
26
年
１
月
15
日
㈬
〜
31
日

㈮
の
平
日
12
日
間（
20
日
㈪
を

除
く
）

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

受
講
料　

２
５
２
０
円
程
度（
テ
キ
ス

ト
代
）

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
書
類

選
考
）

※
応
募
数
半
数
以
下
の
場
合
は
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

託
児　

１
歳
以
上
の
未
就
学
児（
事
前

予
約
制
）

申
込
方
法　

12
月
18
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
所

定
の
申
込
書
を
送
る

※
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
、市
こ
ど
も

未
来
課（
市
役
所
２
階
）、県
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
社
会
福
祉
課
窓
口
ま

た
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

http://
fukuoka-kenboren.jp

）か
ら
入

手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー

原
町
３
ー
１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号
）

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

無
料
風
疹
抗
体
検
査

　

妊
婦
、特
に
妊
娠
初
期
の
女
性
が
風

疹
に
か
か
る
と
、生
ま
れ
て
く
る
赤

ち
ゃ
ん
が
先
天
性
風
疹
症
候
群
と
い
う

病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。妊
娠
を
希
望
す
る
人
は
抗
体
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象　

県
内
に
住
民
票
が
あ
る
原
則
20

歳
以
上
の
人（
福
岡
市
、北
九
州

市
、久
留
米
市
、大
牟
田
市
を
除

く
）で
次
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
人
お
よ
び
妊
娠
す

る
可
能
性
が
高
い
人

②
妊
婦
が
抗
体
検
査
で
抗
体
価
が
低
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
か
、抗
体

検
査
未
実
施
妊
婦
の
配
偶
者（
パ
ー

ト
ナ
ー
を
含
む
）

※
抗
体
価
が
低
い
と
は
Ｈ
Ｉ
法
で
16
倍

以
下
、Ｅ
Ｉ
Ａ
法
で
８
・
０
未
満
で

す
。

実
施
日　

12
月
５
日
㈭
、19
日
㈭
、平
成

26
年
１
月
９
日
㈭
、16
日
㈭
、２

月
６
日
㈭
、20
日
㈭
、３
月
６
日

㈭
、20
日
㈭

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
11
時

場
所　

筑
紫
総
合
庁
舎
１
階（
大
野
城

市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー
25
）

定
員　

各
日
30
人

持
っ
て
く
る
も
の　

住
所
、年
齢
を
証

明
す
る
書
類（
運
転
免
許
証
、健

康
保
健
被
保
険
者
証
、住
民
票

な
ど
）（
対
象
の
②
の
人
は
、母

子
手
帳
か
妊
娠
届
出
書
も
持
参

す
る
こ
と
）

○
春
日
市
市
民
公
益
活
動
団
体
ガ
イ
ド

の
情
報
を
更
新

　

３
年
前
に
市
と
協
働
で
作
成
し
た

「
春
日
市
市
民
公
益
活
動
団
体
ガ
イ

ド
」を
見
直
し
、各
団
体
の
活
動
状
況

を
更
新
し
ま
し
た
。　

　

資
料
は
、ぶ
ど
う
の
庭
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。団
体
や
仲
間

探
し
な
ど
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、新
し
い
市
民
公
益
活
動
団

体
の
情
報
登
録
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

12
月
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

■
プ
ロ
に
よ
る
そ
ば
打
ち
教
室
〜
年
越

し
に
向
け
て

12
月
12
日
㈭
・
温
そ
ば
作
り（
八
割
そ

ば
）、12
月
26
日
㈭
・
ざ
る
そ
ば
作
り

（
十
割
そ
ば
）

両
日
共
に
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
、

２
回
分
３
０
０
０
円

■
親
子
で
物
づ
く
り
〜
し
め
縄
を
作
っ

て
み
よ
う

12
月
15
日
㈰
・
午
後
１
時
〜
３
時
、

１
０
０
円

■
オ
カ
リ
ナ
教
室

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日（
12
月
は
２
日

㈪
・
16
日
㈪
）午
後
１
時
30
分
〜
３

時
、月
謝
３
０
０
０
円

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ぶ
ど
う
の
庭

春
日
市
須
玖
北
５
ー
１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　

F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com
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子
育
て

み
ん
な
で
ハ
ッ
ピ
ー
！

家
族
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

初
め
て
孫
を
持
つ
人
や
子
育
て
中
の

人
を
対
象
に
、全
４
回
の
子
育
て
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。子
育
て
、孫
育
て

の
不
安
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

　

受
講
は
無
料
で
、託
児（
無
料
、定
員

20
人
）も
あ
り
ま
す
。

期
日
・
内
容

①
平
成
26
年
１
月
17
日
㈮

　

心
配
し
な
い
で
い
い
子
育
て

②
平
成
26
年
１
月
24
日
㈮

　

乳
幼
児
の
お
口
事
情

③
平
成
26
年
１
月
31
日
㈮

　

元
気
に
な
る
お
や
つ
作
り

④
平
成
26
年
２
月
14
日
㈮

　

子
ど
も
の
遊
び
と
手
作
り
お
も
ち
ゃ

時
間　

午
前
10
時
〜（
②
の
み
正
午
〜
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

申
込
方
法　

12
月
16
日
㈪
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も

の
名
前
・
年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

☎（
５
７
２
）８
７
４
０（
F
兼
用
）

knet-ksg@
csf.ne.jp

最
近
、本
を
読
ん
で
い
ま
す
か

パ
パ・マ
マ
の
読
書
タ
イ
ム

　

子
育
て
中
の
保
護
者
が
、図
書
館
で

ゆ
っ
く
り
と
本
を
選
び
、読
書
で
き
る

よ
う
に
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
か
す
が
の「
ま
か
せ
て
会
員
」が
託

児
を
行
い
ま
す
。ゆ
っ
く
り
と
図
書
館

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

未
就
学
児（
首
が
す
わ
っ
た
生

後
３
カ
月
以
上
の
子
ど
も
）と

そ
の
保
護
者

日
時　

12
月
17
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

※
次
回
は
３
月
に
行
い
ま
す
。

場
所　

市
民
図
書
館（
大
谷
６
ー
24
）

※
託
児
場
所
は
、ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
旧
館
１
階
集
会
室
Ａ
で
す
。

参
加
費　

子
ど
も
１
人　

５
０
０
円

定
員　

５
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
３
日
㈫
〜
10
日
㈫

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
保
護
者

と
子
ど
も
の
名
前
・
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fuku

oka.jp講
演
・
講
座

家
庭
教
育
学
級
公
開
講
座

君
の
夢
、未
来
へ

　

子
育
て
に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
の
夢
を
育
み
、生
き
る
力
を

つ
け
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
。「
伸
び
る
子
は
、こ
う
育
て

る
」を
テ
ー
マ
に
、教
育
現
場
で
子
ど
も

た
ち
と
関
わ
っ
た
経
験
を
通
し
て
、教

育
者
と
し
て
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
元
中

学
校
の
校
長
先
生
の
話
を
聴
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

参
加
費
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不

要
、誰
で
も
参
加
で
き
ま
す（
手
話
通
訳

あ
り
）。

　

気
軽
に
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
10
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　

伊い
と
う藤
文ふ

み
か
ず一
さ
ん（
福
岡
女
学
院

大
学
教
授
）

定
員　

１
５
０
人（
当
日
先
着
順
）

託
児　

１
人
３
０
０
円（
12
月
５
日
㈭

ま
で
に
電
話
申
し
込
み
）

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課
社
会
教

育
担
当

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

健
康
生
活
支
援
講
習

○
災
害
時
の
生
活
支
援
と
応
急
手
当

　

地
域
で
の
防
災
活
動
に
役
立
つ
、

災
害
時
の
生
活
支
援
と
応
急
手
当

を
学
ぶ
講
習
会
で
す
。

対
象　

満
15
歳
以
上
の
人

日
時　

平
成
26
年
１
月
18
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

30
分

場
所　

同
支
部

教
材
費　

３
０
０
円

○
健
康
生
活
支
援
講
習
支
援
員
養
成
講
習

　

健
や
か
な
高
齢
期
を
過
ご
す
た

め
に
必
要
な
知
識
を
学
び
、高
齢
者

の
自
立
し
た
生
活
を
目
指
し
て
、家

庭
や
地
域
社
会
の
中
で
誰
も
が
支

援
や
介
護
が
で
き
る
方
法
を
学
び

ま
す
。

対
象　

満
15
歳
以
上
の
人

日
時　

平
成
26
年
１
月
21
日
㈫
、22

日
㈬
、24
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
最

終
日
検
定
希
望
者
の
み
午
後

４
時
ま
で
）

場
所　

同
支
部

教
材
費　

１
０
０
０
円

定
員　

各
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

12
月
２
日
㈪
〜
25
日
㈬

に
、往
復
ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク

ス
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
む

※
往
復
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
、往
信
裏
面

に
講
習
会
場
・
日
程
、郵
便
番
号
・
住

所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、

性
別
、職
業
、電
話
番
号（
必
ず
連
絡

が
取
れ
る
番
号
）を
、復
信
表
面
に
住

所
、氏
名
を
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い（
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
返
信
先

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
も
明
記
）。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
部
健

康
生
活
支
援
講
習
申
込
係

（
〒
815
ー
８
５
０
３
福
岡
市
南

区
大お

お
ぐ
す楠

３
ー
１
ー
１
）

☎（
５
２
３
）１
１
７
２

F（
５
２
１
）２
５
５
２

http://w
w
w
.fukuoka.jrc.or.jp/

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場
で
や
き
も
の
作

り
を
楽
し
み
な
が
ら
、古
代
の
陶
芸
家

の
気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

作
っ
た
作
品
は
、窯
で
焼
い
て
、後
日

お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

平
成
26
年
１
月
11
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ヶ

丘
１
ー
４
）

参
加
費（
材
料
費
）　

粘
土
５
０
０
ｇ
当

た
り
３
０
０
円

定
員　

各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
11
日
㈬
〜
平
成
26
年

１
月
10
日
㈮
に
電
話
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、直
接
奴
国
の
丘
歴
史
資

料
館
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、希

望
時
間
を
伝
え
る

※
申
し
込
み
は
、参
加
者
本
人
ま
た
は

そ
の
家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７
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消 費生活 信通

困ったときは消費生活センターへ
☎（584）1155（直通）
【相談日】 毎週月～金曜日
【時　間】 午前10時～午後0時15分
 午後1時～4時
【場　所】 市消費生活センター
 （光町1-73）

12月は悪質商法撲滅月間
です
　県は、12月を「悪質商法撲
滅月間」として県内各地で消
費者に対して啓発活動を行い
ます。　
　市でも、消費者啓発チラシ
の全戸配布（今月号折り込み）
や、関係機関・消費者の会の皆
さんと一緒に西鉄春日原駅な
どで街頭啓発を行います。
　悪質商法は後を絶たず、そ
の手口は巧妙化しています。
特に、クリスマスや年末が近
づくこれからの時期、若者を
狙ったキャッチセールス、高
齢者を狙った悪質な訪問販売
や電話勧誘などの増加が予想
されます。疑問や不安に思っ
たことがあれば、気軽に消費
生活センターに相談してくだ
さい。相談は無料です。
　また、悪質商法の被害に遭
わないために、次のことに気
をつけましょう。
①「必ずもうかる」、「無料」な
どの甘い言葉に注意しま
しょう。

②「今だけ」「あなただけ」と言
われても、即決せず契約は
慎重にしましょう。

③必要がなければ、きっぱり
断わりましょう。

市
民
活
動
入
門
講
座（
全
３
回
）

で
き
る
と
き
に　

で
き
る
こ
と
を

　

課
題
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
、情
報

の
発
信
、人
材
発
掘
な
ど
、市
民
活
動

に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
学
び

ま
す
。

　

参
加
者
同
士
の
交
流
を
通
し
て
、楽

し
く
市
民
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

期
日
・
内
容

▽
平
成
26
年
１
月
21
日
㈫

　

市
民
活
動
と
は

▽
平
成
26
年
２
月
18
日
㈫

　

市
民
力
を
活
動
に
活い

か
す

▽
平
成
26
年
３
月
18
日
㈫

　

市
民
活
動
の
活
性
化
へ
向
け
て

時
間　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所　

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
研
修
室（
光
町
１
ー

73
）

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

講
師　

十と
と
き時　

裕ひ
ろ
し
さ
ん（
㈲
プ
ラ
ン

ド
ゥ
代
表
取
締
役
）

申
込
方
法　

平
成
26
年
１
月
17
日
㈮
ま

で
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活
担

当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyonasan@
city.kasuga.fuku

oka.jp
食
品
衛
生
責
任
者

養
成
講
習
会

　

食
品
衛
生
法
で
施
設
ご
と
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
、食
品
衛
生
責

任
者
と
し
て
の
知
識
と
技
術
を
身
に
付

け
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

対
象　

食
品
関
係
営
業
者
・
従
事
者
、受

講
を
希
望
す
る
人

日
時　

平
成
26
年
２
月
４
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
受
付

／
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
）

※
途
中
の
入
・
退
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ク
ロ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー
１
ー

７
）

受
講
料　

８
０
０
０
円

※
講
習
終
了
後
に
修
了
書
を
交
付
し
ま

す
。

定
員　

２
８
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
筑
紫
食
品
衛
生
協
会

　

☎（
５
７
５
）５
０
５
６

　

F（
９
８
２
）８
３
１
９

▽
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛

生
課

　

☎（
５
１
３
）５
５
８
２

　

F（
９
８
２
）８
３
１
９

高
齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か
す
が
の
郷

介
護
者
教
室

　

同
施
設
は
、在
宅
介
護
を
し
て
い
る

人
や
介
護
に
興
味
の
あ
る
人
を
対
象

に
、介
護
者
教
室
を
開
き
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

12
月
７
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

（
受
付
／
午
後
１
時
〜
）

場
所　

同
施
設（
塚
原
台
３
ー
１
２
９
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、な
る

べ
く
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

内
容　

お
む
つ
の
正
し
い
使
用
方
法
に

つ
い
て
、紙
お
む
つ
の
選
び
方

か
ら
基
本
的
な
使
用
方
法
に
つ

い
て

講
師　

柴し
ば
た田
淳じ

ゅ
ん
や也
さ
ん（
ケ
ア
・
ル
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、参
加
人
数
、交
通
手

段
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
施
設

☎（
５
９
５
）６
０
６
０

F（
５
９
５
）６
３
６
１

春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
署

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
対
応
）

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、そ
の
他
の
応
急

処
置
を
身
に
付
け
る
講
習
会
で
す
。気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

中
学
生
以
上
で
管
内（
春
日
市
、

大
野
城
市
、那
珂
川
町
）に
居
住

ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

平
成
26
年
１
月
26
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、同
消
防
本
部

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
応
急
手
当

ウ
ェ
ブ
講
習
を
受
講
し
、お
お
む
ね

１
カ
月
以
内
に
実
技
救
命
講
習
を
受

講
す
れ
ば
救
命
講
習
を
修
了
し
た
も

の
と
認
定
し
、修
了
証
を
交
付
す
る

も
の
で
す
。

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
署
本

署
救
急
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１
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福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

講
習
会
参
加
者
募
集

○
パ
ソ
コ
ン「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
」

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る

人
を
対
象
に
、仕
事
で
必
要
な
３
つ

の
ソ
フ
ト（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）を
効
率
良
く
学
ぶ

講
習
で
す
。

日
時　

平
成
26
年
１
月
28
日
㈫
〜
３

月
18
日
㈫
の
毎
週
火
・
木
曜

日（
祝
日
を
除
く
）

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前

２
ー
９
ー
28
）

受
講
料　

３
万
２
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
・
資
料
代
含
む
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

12
月
16
日
㈪
午
前
９

時

○
パ
ソ
コ
ン「
建
築
Ｊ
Ｗ
ー
Ｃ
Ａ
Ｄ
」

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る

人
を
対
象
と
し
た
設
計
ソ
フ
ト「
Ｊ

Ｗ
ー
Ｃ
Ａ
Ｄ
」の
主
要
機
能
講
習
で

す
。

日
時　

平
成
26
年
２
月
５
日
㈬
〜
３

月
19
日
㈬
の
毎
週
水
・
金
曜

日
と
３
月
17
日
㈪

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

受
講
料　

３
万
７
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
・
資
料
代
含
む
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

12
月
17
日
㈫
午
前
９

時

○
原げ

ん
し
ば
た

始
機
に
よ
る
織
物
・
染
色
講
習

　

身
近
な
道
具
を
利
用
し
た
原
始
機

技
法
の
織
り
と
染
色
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
製
作
講
習
で
す
。

日
時　

平
成
26
年
２
月
７
日
㈮
〜
３

月
11
日
㈫
の
毎
週
火
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）

場
所　

同
訓
練
協
会（
福
岡
市
東
区

千ち
は
や早
５
ー
３
ー
１
）

受
講
料　

３
万
円（
材
料
・
資
料
代
含

む
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

12
月
18
日
㈬
午
前
９

時

申
込
方
法　

申
込
開
始
日
以
降
に
、電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

☎（
６
７
１
）６
８
３
１

F（
６
７
２
）２
１
３
３

相　

談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

　

同
支
局
と
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
に
よ
る
、弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談

で
す
。

日
時　

12
月
19
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

相
談
時
間　

１
人
30
分
以
内

申
込
方
法　

12
月
10
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
予
約
す
る

※
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対
象

と
し
ま
す
の
で
、予
約
の
際
に
収
入

な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

☎（
９
２
２
）２
８
８
１

F（
９
２
２
）３
３
４
２

司
法
書
士
に
よ
る

「
本
人
訴
訟
支
援
」無
料
相
談
会

　

裁
判
の
訴
状
や
答
弁
書
、離
婚
・
遺
産

分
割
調
停
、相
続
放
棄
、自
己
破
産
、成

年
後
見
の
申
し
立
て
な
ど
の
裁
判
所
に

提
出
す
る
書
類
の
作
成
に
関
し
て
、司

法
書
士
が
面
談
ま
た
は
電
話
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。

日
時　

12
月
14
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
面
談

受
け
付
け
は
午
前
９
時
45
分
〜

午
後
３
時
）

面
談
相
談　

１
組
50
分（
定
員
12
組
）

面
談
場
所　

福
岡
県
司
法
書
士
会
会

館（
福
岡
市
中
央
区
舞ま

い
づ
る鶴
３
ー

２
ー
23
）

電
話
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県

司
法
書
士
会

☎（
７
２
２
）４
１
３
１

F（
７
１
４
）４
２
３
４

募　

集

「
し
あ
わ
せ
」を
感
じ
る

写
真・絵
画
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
26
年
３
月
１
日
に
開
催
す
る
男

女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
タ
で
展
示
す
る
、

写
真
ま
た
は
絵
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
、展
示
・
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ 

ー
に
使
用
す
る
他
、啓
発
の
た
め
に
活

用
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

あ
な
た
が
し
あ
わ
せ
を
感
じ

る
時

募
集
作
品　

未
発
表
で
応
募
者
本
人
が

撮
影
し
た
写
真
、ま
た
は
作
成

し
た
絵（
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を

付
け
る
）

▽
写
真　

プ
リ
ン
ト
の
場
合
は
Ａ
４
サ

イ
ズ
以
内
、デ
ー
タ
の
場
合
は
容
量

が
３
㎆
以
内
で
J
P
E
G
形
式

▽
絵　

四
つ
切
画
用
紙（
３
８
２
㎜
×

５
４
２
㎜
）以
内
、画
材
は
自
由

応
募
方
法　

平
成
26
年
１
月
17
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
、任

意
の
用
紙
に
住
所
、氏
名（
ふ
り

が
な
）、年
齢
、性
別
、電
話
番

号
、学
生
は
学
校
名
・
学
年
、タ

イ
ト
ル
を
記
入
の
上
、郵
送
、Ｅ

メ
ー
ル
、持
参
の
い
ず
れ
か
で

提
出
す
る

留
意
点

▽
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽
作
品
の
使
用
権
、著
作
権
は
春
日
市

に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

▽
人
物
を
主
題
と
し
た
作
品
は
、必
ず

被
写
体（
本
人
）の
承
諾
を
得
た
上
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。　

▽
作
品
は
、ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー（
大
谷
６
ー
24
）で
、平

成
26
年
2
月
25
日
㈫
か
ら
３
月
１
日

㈯
ま
で
展
示
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyonasan@
city.kasuga.fuku

oka.jp

放
送
大
学

平
成
26
年
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
、国
が
つ
く
っ
た
通
信
制
の
大
学

で
す
。学
力
試
験
は
な
く
、15
歳
以
上

（
全
科
履
修
生
は
18
歳
以
上
）で
あ
れ
ば

入
学
で
き
て
、学
士（
教
養
）の
学
位
が

と
れ
ま
す
。短
大
、専
門
学
校
な
ど
か
ら

も
編
入
学
で
き
ま
す
。ま
た
、18
歳
以
上

で
あ
れ
ば
大
学
院
の
修
士
科
目
生
、修

士
選
科
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　

平
成
26
年
２
月
28
日
㈮
ま

で

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
大
学

福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

※
同
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、平
成
26
年
４

月
か
ら
九
州
大
学
筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス

（
春
日
市
）に
移
転
し
ま
す
。

☎（
４
７
３
）１
３
６
５

F（
４
７
３
）１
３
６
２
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歴
史
散
歩

親
子
で
古
墳
巡
り
を
し
ま
せ
ん
か

　

市
内
と
那
珂
川
町
の
前
方
後
円
墳
な

ど
を
探
訪
し
ま
す
。日
拝
塚
古
墳
の
石

室
も
見
学
で
き
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
14
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

集
合
場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

（
岡
本
３
ー
57
）

※
現
地
ま
で
は
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

定
員　

37
人（
申
込
先
着
順
)

申
込
方
法　

12
月
13
日
㈮
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直
接
窓
口
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

何
歳
か
ら
で
も
学
べ
る
夜
間
高
校

平
成
26
年
度
特
例
措
置
入
学
生
募
集

　

県
立
筑
紫
中
央
高
等
学
校
は
、20
歳

以
上
で
、高
卒
の
資
格
取
得
を
目
指
し

て
い
る
人
を
対
象
に
、５
教
科
の
入
試

で
は
な
く
特
例
措
置
入
試（
課
題
作
文

と
面
接
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

願
書
受
付
期
間　

平
成
26
年
２
月
18
日

㈫
〜
25
日
㈫（
最
終
日
は
正
午

ま
で
）

入
試
日　

３
月
11
日
㈫
と
12
日
㈬
の
２

日
間

問
い
合
わ
せ
先　

同
校
定
時
制
課
程

☎（
５
８
１
）５
４
７
９

F（
５
８
１
）１
５
８
４

市民図書館から未
来
に

ホ
ン
気
！

未
来
に

ホ
ン
気
！

　12月3日から9日は、障害者週間です。障がいのある人もない人も、誰もが共に支え合って
暮らす「共生社会」の実現を目指して定められています。障がいについて理解を深めることで、
今まで見えなかったものが見えてくるかもしれません。１００人いれば１００通りの個性があるよ
うに、障がいもその人の個性であることが、当事者のメッセージから伝わってきます。

　障がいのある当事者自身が、自分たちが抱える問題を研究する
「当事者研究」。外部からは「感覚過敏」「こだわりが強い」としか見
えない発達障がいの世界は、当事者にとってどのようなものなのか。
「過剰」の苦しみは心ではなく身体にくることを発見した画期的研
究。当事者二人が発達障がいの世界の豊かさを探ります。

　10人に１人ともいわれる、「読み」「書き」に困難を感じる学習障がい
（ディスレクシア）を乗り越え、建築家として自分の道を切り開いた、
２８歳の青年による自伝。お互いに弱点を補い合い、助けたり助けら
れたりしながら、よりよき世界を作り上げていく。豊かで暮らしやす
い社会へのヒントがここにあります。

　「自分のことは自分で発言して変えていきたい。そして自分で選ん
で自分で決める。失敗したらやり直せばいいんだ」。知的障がい者の
支援を続けているＮＰＯ法人「ぱれっと」で働き、暮らす知的障がい者
の日常の姿を捉えた写真集。働いたり、買い物をしたり、町のお祭り
に参加したり、いきいきとした暮らしが見えてきます。

市民図書館（大谷6-24）
☎（584）4646　F（584）3900
 http://www.library.city.kasuga.fukuoka.jpあなたのことを　教えてください

全くの初心者でも、楽器
が弾けたり、絵が描けるよう
になったりする本を取り揃
えています。まだ行ったこと
のない国を訪ねたり、野山
や海を楽しんだり、スポーツ
や資格取得に挑戦したり。
図書館には「新しい自分」へ
のヒントがいっぱいあります
よ。

～初めてのこと、
始めませんか～

もっと身近に
暮らしのなかに

図書館を

そ
の
他

知
っ
て
い
ま
す
か

福
岡
県
労
働
委
員
会

　

労
働
委
員
会
は
、労
働
問
題
に
精
通

し
た
弁
護
士
な
ど
で
あ
る
公
益
委
員
、

労
働
者
代
表
で
あ
る
労
働
者
委
員
、企

業
の
人
事
労
務
責
任
者
な
ど
で
あ
る
使

用
者
委
員
の
３
者
で
構
成
さ
れ
、公
正
、

中
立
な
立
場
で
労
働
者（
組
合
）と
会
社

（
使
用
者
）の
争
い
事
の
解
決
の
手
伝
い

を
す
る
機
関
で
す
。

　

利
用
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

▽
労
働
組
合
に
入
っ
た
ら
解
雇
さ
れ
た
。

▽
会
社
が
団
体
交
渉
に
応
じ
な
い
。

▽
団
体
交
渉
が
行
き
詰
ま
り
、解
決
の

糸
口
が
つ
か
め
な
い
。

▽
労
働
組
合
と
の
協
議
も
な
く
、一
方

的
に
賃
金
な
ど
の
勤
務
条
件
が
改
悪

さ
れ
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
局（
福
岡
市

博
多
区
東

ひ
が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
福
岡
県

庁
北
棟
３
階
）

▽
労
使
紛
争
の
調
整（
調
整
課
）

☎（
６
４
３
）３
９
８
０

F（
６
４
１
）４
４
５
５

▽
不
当
労
働
行
為
の
救
済（
審
査
課
）

☎（
６
４
３
）３
９
８
２

F（
６
４
１
）４
４
５
５

http://w
w
w
.pref.fukuoka.

lg.jp/d09/roudouiinkai.
htm
l

水
み ず の

野有
ゆうへい

平／著　
青春出版社
763.2ミ［棚27］

嬉
うれしの

野克
かつ や

也／著　
国際語学社
837.8ウ［棚39］

『発達障害当事者研究　ゆっくりていねいにつながりたい』
綾
あやや

屋紗
さつ き

月／著，熊
くまがや

谷晋
しんいちろう

一郎／著　医学書院　493.7ア【棚57】

『ＤＸ型ディスレクシアな僕の人生　「読む」「書く」は苦手だけれど』
藤
とうどう

堂高
たかなお

直／著　主婦の友社　916トウ【棚46】

『あなたとわたし　わたしとあなた　知的障害者からのメッセージ』
谷
たにぐち

口奈
な お こ

保子／文，寺
てらさわ

澤太
たろ う

郎／写真　小学館　369.2タ【棚43】



白
し ろ う ず

水児童センター
天神山1-213　☎（593）2777 F（593）2801

光
ひかりまち

町児童センター
光町2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 （F兼用）

毛
け か つ

勝児童センター
大土居1 ｰ38　☎（581）5614 F（581）5616

須
す ぐ

玖児童センター
須玖南2 ｰ120　☎（573）2431 F（584）7739

◆ の行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てください。
◆表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。
◆ は申し込みが必要な行事です。12月1日（日）午前10時以降に申し込んでく
ださい。受け付けは午後6時までです（電話可・小学生以上は原則として本人
申込）。なお、申し込みは1人1行事までとし、行事によっては市外の人は参加
できない場合があります。

◆天候により、中止または内容を変更することがあります。事前に問い合わせて
ください。

12月の行事予定表

開館時間　各館とも午前10時～午後5時

子
育
て
広
場

ヨチヨチ広場
（0～1歳児向け）

▶須玖：　ー
▶光町：13日㈮、20日㈮

▶白水：4日㈬
▶毛勝：　ー

午前11時～11時40分

親子サロン
（1～3歳児向け）

▶須玖：18日㈬
▶光町：4日㈬

▶白水：20日㈮
▶毛勝：11日㈬ 午前10時30分～

（1時間程度）ニコニコくらぶ
（満2歳以上）

▶須玖：　ー
▶光町：5日㈭、6日㈮

▶白水：6日㈮
▶毛勝：4日㈬、5日㈭

3日（火） こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳向け）
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

10日（火） ヨチヨチクリスマス会（0～1歳程度）　
午前11時～11時40分　※参加はどちらか1日のみ11日（水）

12日（木） ニコニコクリスマス会（満2歳以上）
午前10時30分～正午　※参加はどちらか1日のみ13日（金）

14日（土） 小学生クリスマス会午後3時～4時（受付：午後2時45分～）、先着150人
18日（水） おはなしな～に？　午前11時～11時30分

21日（土）
作ってわくわく（ホワイトクリスマスバスボム）
午前10時30分～正午、15人、50円 
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

22日（日）
わくわくクッキング（ホワイトスノーケーキ）
午前10時30分～正午、12人、150円 
年忘れ卓球大会　午後2時～3時

27日（金） わんぱく広場（ドッジボール大会）　午後2時～3時
28日（土） 大掃除&年忘れビンゴ大会　午後3時30分～4時30分

1日（日） 道場やぶり（冬のビンゴゲーム）　午後2時～3時

3日（火） こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

6日（金） ヨチヨチクリスマス会（0～1歳向け）
午前11時～11時40分

7日（土）
作って遊ぼう（クリスマスリースを作ろう）
午後2時～3時、先着10人
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

10日（火） すくすく育児相談　午前10時～正午

15日（日） かんたんクッキング（クリスマスケーキ）午前10時30分～正午、10人、150円 
18日（水） ニコニコクリスマス会（満2歳以上）

午前10時30分～11時30分　※参加はどちらか1日のみ19日（木）

20日（金） おはなし・だいすき（12月生まれのお誕生会）午前11時～11時30分
21日（土） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

26日（木） 小学生クリスマス会　午後2時～3時（受付：午後1時45分～）、先着100人
28日（土） 大掃除&お楽しみ　午後2時～3時

3日（火） こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳向け）
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

5日（木） 屋上DEあそぼ　午後4時～4時40分　※雨天中止

7日（土）
遊びの出前！児童センター　午前10時30分～11時30分、
場所：春日野小ときめきホール
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

8日（日） 春日市あそび名人の会「しめ縄づくり」　午後2時～3時、20人 
10日（火） ニコニコクリスマス会（満2歳以上）　午前10時30分～11時30分

12日（木） 楽しいお話し会　午前11時～11時30分マットで遊ぼう！　午後4時～4時40分

15日（日） クリスマス製作（クリスマスリース）午前10時30分～正午、10人、50円 
18日（水） ヨチヨチクリスマス会（0～1歳向け）　午前11時～11時40分
19日（木） 屋上DEあそぼ　午後4時～4時40分　※雨天中止

21日（土）
クリスマス会（小学生向け）　午後3時30分～4時50分
（受付：午後3時15分～）、先着100人
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

25日（水） かんたんクッキング（クリスマスチョコケーキ）午前10時～正午、10人、150円 
28日（土） 大掃除&ビンゴ大会　午後4時～4時50分

4日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止
5日（木） ニコニコクリスマス会（満2歳以上）

午前10時30分～11時30分　※参加はどちらか1日のみ6日（金）

7日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時～正午
おはなし広場（クリスマス会）　午後2時～3時

8日（日） 楽しいクッキング（かんたん！おいしい！とりのコーラ煮）
午前10時15分～正午、10人、150円 

11日（水）
屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止
ヨチヨチクリスマス会（0～1歳程度）　午前11時～11時
40分　※参加はどちらか1日のみ12日（木）

15日（日） 親子であそぼう　午後3時～3時20分
18日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

21日（土） 小学生クリスマス会午後2時15分～4時（受付：午後2時～）、先着150人
22日（日） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

26日（木） すぐリンピック～カウントダウンスペシャル～午後2時～3時

今月の休館日

2日㈪、9日㈪、
16日㈪、17日㈫、
23日㈪、24日㈫、
29日㈰、30日㈪、

31日㈫
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開館日／金～日曜日(12/28～12/29は閉館）　
時間／午後2時～9時

下白水209-171白水大池公園内
☎（558）9099   F（558）9023

　 starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

星の館 ～
クリスマスの星を探してみよう～

期　日 時　間 内　容
12月1日㈰ 午後6時～8時 宵の明星を見よう

6日㈮～8日㈰ 午後2時～6時
※閉館は通常通り 昼間の金星を見つけよう

13日㈮～15日㈰
午後7時～9時

すばるを見よう
20日㈮～22日㈰ クリスマスの星を見よう

27日㈮ 冬の大三角を見よう

2月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号を書いて郵送してください。
平成26年1月6日㈪（当日消印有効）までの到着分の中から抽選で決定します。
送り先　市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816 ８ー５０１春日市役所）　　  　　※写真は返却できません。

重
しげた

田  実
み　お

桜ちゃん
平成24年12月7日生

（春日）

泉
いずみ

  藍
らんま

茉ちゃん
平成24年12月9日生

（小倉）

片
かたやま

山  善
よしお

雄ちゃん
平成22年12月11日生

（千歳町）

井
い　で

手  隆
りゅうのすけ

之輔ちゃん
平成24年12月2日生

（平田台）

刈
かるかや

茅  結
ゆいと

仁ちゃん
平成23年12月3日生

（宝町）

國
くにさき

嵜  樹
いつき

ちゃん
平成24年12月11日生

（大土居）

原
はらだ

田  紗
さ　き

希ちゃん
平成22年12月27日生

（大和町）

田
たさき

﨑  結
ゆ　あ

愛ちゃん
平成24年12月4日生
（白水ヶ丘）

今
いまむら

村  建
けんた

太ちゃん
平成23年12月12日生

（桜ヶ丘）

田
たなか

中  大
だいち

智ちゃん
平成24年12月23日生
（日の出町）

　白水大池公園星の館では、毎週、季節の星座や天文現象の
観望会を行っています。参加は無料で、初心者でも指導員が
丁寧に案内しますので、気軽に来館してください。
　ボランティアも随時募集中です。

　上記以外の天体観測もできます。また、市ウェブサイ
トでは、星の館のさまざまな情報を掲載しています。
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主な公共施設の連絡先

春日市役所 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（584）1111
いきいきプラザ（市役所西出張所） ‥‥‥‥‥ ☎（501）1134
すくすくプラザ（子育て支援センター） ‥‥‥ ☎（584）1010
ふれあい文化センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（584）3366
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（584）4646
男女共同参画・消費生活センター ‥‥‥‥‥ ☎（584）1201
奴国の丘歴史資料館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（501）1144
市民スポーツセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（571）3234
温水プール ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（915）3500
西スポーツセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（954）0112
北スポーツセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（592）3600
筑紫野警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（929）0110
下白水警部交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（501）1873
春日原警部交番 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（581）0342
春日南交番 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（596）0380
春日・大野城・那珂川消防署 ‥‥‥‥‥‥‥ ☎（584）1191
火事の問い合わせ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎0180（99）9888
春日那珂川水道企業団 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（571）7001
ハート館かすが ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（513）1766
教育支援センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（517）0396
福祉ぱれっと館 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（575）2223
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（581）7225
春日北地域包括支援センター ‥‥‥‥‥‥‥ ☎（589）6227
春日南地域包括支援センター ‥‥‥‥‥‥‥ ☎（595）8188
ナギの木苑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（595）0513 
シルバー人材センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（596）1826

市 報 か す が
平成25年12月1日15



■春日市総合情報メール

防犯・防災情報や子育て情報、健康情報な
ど11分野の行政情報を携帯電話などにメー
ル配信するサービスです。
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〈広告欄〉

■市の人口

広告に関するお問い合わせ先　㈱ホープ　☎ 092（716）1404

お宝文化百選

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

（10月31日現在）

■社会教育課社会教育担当
　☎（575）4121　F（593）7380

春
日
市
PR大

使
あ
す
か
ち
ゃ
ん

総人口 11万1663人
（前月＋30）

女 5万7484人
（前月－11）

男 5万4179人
（前月＋41）

世帯数 4万5814世帯
（前月＋8）

増
転入 463人
出生 94人
その他 7人

減
転出 473人
死亡 55人
その他 6人

　平成元年に日本初の雅楽御堂と
して建てられ、現在でも宮内庁と
春日市にのみ存在する極めて珍し
く貴重な建造物です。大陸から伝
わり受け継がれてきた伝統音楽で
ある雅楽。ここでは、50年以上の
歴史を持ち、宮内庁からも直接指
導を受けながら広く門戸を開いて
いる「筑

ちくし が く そ

紫楽所」という雅楽演奏団
体が、定期的に雅楽と舞を奉納し、
一般に披露しています。大晦日の
夜には、除夜の儀式も行われます。

正行寺 春日山 雅楽御堂

塚原台

惣利池

惣利1

春日大野城リサイクルプラザ

リサイクルプラザ入口

平田台5丁目

平田台


